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物としての図書から情報としての図書へ
法学部教授　　　北　　川　　善　　太　　郎
　法学研究の伝統的な手法は，外国の法制につい
て，入手しうる文献を網羅的にあたって歴史的，
比較法的，あるいは解釈論的研究を展開するもの
であった。これは今日でもとりわけ若い法学研究
者が意欲的な力作をものにするさいにしばしばみ
られ，わが法学研究の発展に多くの刺激を与えて
いる。こうした研究にとって，外国で出版された
最新のモノグラフィーや論文は，問題の所在をさ
ぐり，ときにはその解答の手掛りをもつかむ上で
きわめて重要な情報源である、これは一例である
が・ともかく，法学図書を利用する側から見て，
研究上便利なモノグラフィーや研究論文等の二次
文献の重視が図書館のあり方に影響を及ぼしてい
ることは否定できない。
　ところが，こうしたいわば「物」としての図書
を収集しておく図書館のあり方は，法学の分野に
おいてつとに行き詰りを見せている。身近なとこ
ろからその理由をあげると，予算不足，スペース
不足，図書の管理体制上の問題等が，図書館のそ
うしたストック機能をすら不満足なものにしてし
まっている。したがって，今後ともこうした機能
の充実をはかる努力がなされるべきであるが，行
き詰まりの原因として，研究者の側から見てこれ
以外の，より重要なものがあるように思われる。
一口でいえば，この原因は，法学研究のひろがり
によるものといえる、、法学研究は，急速に，日本
の現実から発生する困難な問題（公害，医療事
故，交通事故，国際取引，消費者保、護等）の解決
のために動員され，その過程において，内外の一
次資料への強い関心，政策論への傾斜，法律情報
の比重増大といった図書館のあり方にかかわる動
きが表面化してきている。研究にあたり求められ
る図書が多様化してきたのである、、こうした動向
から定着して来た一つの流れとして，私は，スト
ックされた図書を活用するためのトウールとなる
ものへの強い需要をあげたい。これは，いわば
r物」としての図書からr情報」としての図書へ
の脱皮につながる流れといってよいであろう。こ
の意味のr情報」としての図書は，いくら「物」
としての図書に費用をかけスペースを確保し，図
書管理を十分にしても充実されることはないので
ある。そこには，従来とは質的に異なる図書館機
能が期待されているのである。
　さて，こ．うした「情報」としての図書をシステム
化した図書館機能の充実が法学研究上ますます強
く期待されているのであるが，この点でストック
機能を中心とした現行の図書館体制と，手仕事的
な職人気質の研究者の研究体制との間にむしろ大
きなギャップが拡大しつつあるように思われる。
研究者から見ると，研究対象のひろがりや関連す
る情報の多様化と情報量の増大のために，自己の
研究分野についてさえ，関連する文献をおさえる
ことが困難になっているが，この傾向は，　「物」
としての図書が充実すれば一層強められるという
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皮肉な結果になりかねないのである。そこで，こ
うしたギャップから生成して来た中間領域を埋め
る必要があるわけである。こ．れは，二面からなさ
れるべきであろう。その一面は，いうまでもな
く，ストック機能に加えて情報機能をもった図書
館への脱皮，r物」としての図書を利用し，加工
し，これと「情報」としての図書に転換するシス
テムの作成である。この転換のためのトウールと
して，たとえば，事項別・著者別等に整理された
雑誌論文や判例批判のコンテンツ・サービス，未
収図書に関するデータ（どこに収集されているか
等），研究テーマや重要テーマ毎の文献情報の作
成等があげられる。そして，こうした文字情報を
さらにマイクロ化し，コンピュータ・システム化
して効果的な活用の途をひらくことも考えるべき
である。いま一つの面は，研究者が，いわゆる法
情報学，コンピュータ法の分野での研究をおし進
めることである。コンピュータ利用が一般化する
なかで，法学研究面ではなお多くの立ち遅れが見
られる。今後は，法学研究においても，　r物」と
しての図書の著作のほかに，r情報」としての図
書に関する著作が研究者にとって魅力ある研究成
果になるであろう。この点の見通しは必ずしも楽
観を許さないのであるが，それを避けて通ること
はもはや出来ないであろう。
一図書室めぐり一
宇治地区五研究所共通図書室
　　はじめに
　宇治地区に，　自然科学系の研究所　（化研，原
研，木研，食研，防研）を集めて総合館が建設さ
れ，共通図書室が昭和46年に発足し現在に至って
いるQ
　　蔵書構成
　当図書室では五研究所の逐次刊行物を一ケ所に
集め，部局の壁を越えて各研究所員共有の文献資
料として活用されるよう配慮している。その結果
化学系の文献は非常に充実し，さらに周辺分野の
文献も加わり，化学者にとっての研究活動に極め
て効果的な蔵書構成となっている。共通図書室発
足当時各研究所間で収書における協力，重複購入
外国雑誌の調整を行ったが，利用頻度の比較的高
いものは今なお重複購入している。しかし，この
ことは利用者にとって支障なく研究活動を行う上
での大きなメリットの一つとなっている。このよ
うに宇治地区では研究者が利用する上で最も一般
的な情報資料である逐次刊行物に重点をおいた資
料収集を行っている。
　相互協力活動
　現代の研究活動のなかで最も重要なものの一つ
に文献の入手があげられる。しかし科学技術の急
激な発展にともなって発生する膨大な文献を各所
にとりそろえることは極めて困難である。そこで
文献を合理的，能率的に管理運営し円滑な利用を
はかり研究効果を一層高めるために相互協力が必
要となる。宇治地区でも本部地区との間では相互
協力活動を密にしている。なかでも農学部，薬学
部各図書室とは相互貸借に特別な配慮をし，研究
者の二一ズに応えている。また，他大学および研
究機関との間でも相互協力の制度が確立してい
る。
　　参考文献紹介
　化学の領域は多分野にわたり，情報量も極めて
多い。したがって，一次資料へのアプ・一チの手
段として二次資料を網羅的にとりそろえる必要が
ある。当図書室では主要なものとして下記のもの
をあげることができる。
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　（1）Chemical　Abstracts．
　　アメリカ化学会で発行している世界的な抄録
誌の一つで，純粋数学，純医学，機械工学等を除
くほとんどの化学分野の報文を掲載している。
　（2）　Beilsteins　Handbuch　der　Organiscken
　　　Chemie・（H，E1，E2，E3，complete）
　　分子中に炭素を含んでいる化合物についての
百科全書で，収録期間中に文献に報告されたすべ
ての既知有機化合物がリストアップされている。
重要なことはどの情報についてもオリジナルの文
献が示してあることである。
　（3）Dictionary　of　Organic　Compounds．
　　有機化合物を概説したリストを含み，名称，
構造式，物理的性質と誘導体などを文献とともに
小している。
　（4）Landolt－B6mstein　Zahlenwerte　und
　　Functionen　aus　Naturwissen－schaften
　　und　Technik．
　物理的データの大要を多数の巻にまとめたも
ので，現在未完結であるが膨大なデータ集であ
る。すべてのデータには引用文献があげてあり，
有機化学者にとって重要なものの一つである。
　（5）Methoden　der　Organischen　Chemie．
　　ドイツにおける主要な全集で実験法のために
書かれたものである。内容は一般実験法，分析
法，物理的方法，化学的方法等に分けて解説して
いる。その他API　Research　Prqject44／TRC
Data　Prqject（化合物の物性およびスペクトル
データ集），Chemical　Titles．IMS　Atomindex，
Nuclear　Science　Abstracts（1976年廃刊）等
がある。また，防災研に於ては航空写真と自然災
害関係データを防災科学資料センターに保管し全
国の研究者の利用に供している。
　　おわりに
　現在宇治地区では研究活動の能率向上および省
力化，更に増大する利用者の情報要求に対処する
ためにTOO　L－I　R（東京大学大型計算機セン
ター・データ・ベース）等による情報検索につい
ても，宇治地区五研究所図書連絡会議で検討中で
ある。
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　　　　　　　　　　i附属図書館の開館時間延長される1
　附属図書館の開館時問が本年10月から特別の期
日を除いて1時間延長され，次のとおりとなっ
た。　（土曜日は従来どおり）
　月曜日～金曜日　　年前9時～午後8時
　土曜日　　　　　　午前9時～午後5時
　これは，文部省により今年度から新しく時間外
閲覧業務の実施のための予算が計上されたことに
よるものである。なお，午後5時以後の利用は従
来どおり開架閲覧室だけで，同室での閲覧のため
の貸出は午後7時30分までとなっている。
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一図書館界の動き一
近畿地区国公立大学図書館協議会
第3回館長・事務（部）長連絡会議
　9月8日（金）神戸タワーサイドホテルで開
催，、昨年まで懇談会という名称だったが，今回か
ら連絡会議に改めた。
　最初，館長連絡会議と事務（部）長連絡会議と
がそれぞれ別々にもたれた後，合同連絡会議が引
き続いて行われた。
　館長連絡会議では，①外国図書の円高差益に伴
う価格引ドげ，②転退職教官の貸出図書返却問題
について意見が交され，事務（部）長連絡会議では，
①外郭団体等の押売図書対策，②転退職教官の未
返納図書，③パート職員による時間外開館の実施
について意見が交換された。
　合同連絡会議では，館長，事務（部）長双方の
連絡会議での共通事項について次のような協議が
行われた。①外国図書の価格問題については，円
高差益に伴う洋書価格の引き下げについて個々の
大学ばかりでなく，大学全体として適正な価格で
購入しようという姿勢も必要であるとの意見が述
べられ，林館長が10月に開かれる国立大学図書館
協議会理事会で，この問題を、義題としてとり上げ
られるように努力するとの結論を得た　また②転
退職教官の貸出図書返却問題については，各大学
により貸出制度等の事情が異な一、ているため妙案
が得られず，まず現状を把握するため，お互いに
情報交換をしてはどうかということになった。
第52次国立七大学附属図書館協議会
　10月11日～12口　大阪大学附属図書館（豊中）
において開催された。第1日は第11回部課長会
議，第2日は本会議が文部省学術国際局情報図書
館課竹田課長補佐の出席を得て開かれた。
　部課長会議では議題として外国図書・雑誌購入
上の諸問題，相互協力業務担当職員の確保などに
ついて協議が行われた。2日目の会議の協議題は
次のとおりである。
　1）開館時間の延長計画と問題点について
　2）図書館部・課長の待遇改善をはかることに
ついて
　3）現下，学術情報処理体制における大学図書
館の役割
　4）相互協力ネットワークの形成について
　5）中央図書館における研究図書館的機能のあ
り方について一分館（部局）との機能分担を含
め，特に資料配置とサービス体制を中心に一
　6）図書館必要面積の算定基準の改訂について
　7）相互協力担当要員の確保について
　8）わが国学術情報流通施策と大学図書館特に
国立大学附属図書館との関連について
　協議の結果，要望事項として本年7月国立大学
図書館協議会からr国立大学附属図書館の整備充
実に関する要望書」の事項と重複するが，とくに
璽ねて次のことを要望することになった。
　1）相互協力業務担当職員の確保，わけても協
力の拠点とみなされる大学の図書館への早急な職
員の配付を行うこと
　2）図書館必要面積の算定基準を改訂すること
　3）図書館部課長の待遇改善をはかること
　なお，協議題（3）に特に関連して，学術情報
処理体制における大学図書館の対応について，継
続して部課長間で検討を行うことになり，このた
めの第1回連絡会議が10月25日京都での国立大学
図書館協議会理事会を機に開催された。
近畿地区国公立大学図書館協議会
昭和53年度主題別研究集会（法学系）
　昭和53年11月24日（金），京都大学附属図書館
会議室にて開催。参加者33名（10大学）
　法学系の研究集会は昨年にひきつづき2回目で
ある。昨年は法学系図書業務に関する基本的事項
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全般について討議が行われたが，各大学の実情を
話し合うのに大部分の時間が費されたので，今回
の研究発表及び討議は収集というテーマにしぼっ
て行われた。
　まず，午前中の講義は，林館長が講師となり，
r英米独仏法とその基礎資料」という題目で行わ
れたが，丁度林館長は英・独の図書館事情の視察
を終えて帰国されたばかりなので，そのホットな
体験も交えながら図書館職員のあり方にもふれ，
図書館職員が単純に図書館（学）的発想により独
善に走らないよう研究者との密接な連携が必要で
あること，また研究者に役立つサービスを行うた
めには，　（すでに述べた）法学関係各資料（判例
集や法令集及び索引等二次資料）を理解し，使い
こなせるようにならねばならないが，そのために
は，法学というものが他のあらゆる分野に関連す
る巾広い領域を持っており，同時に諸外国の法学
をも研究せねばならず，そのためには，更にその
国の制度も理解する必要があることを念頭におい
て不断の勉強をせねばならない，という趣旨のこ
とも述べられた。
　午後の研究発表は，京大法学部図書室から「京
都大学法学部における資料収集の現状と分析」，
また大阪市大からは「法学系雑誌の収集1問題点
とその対応策」というテーマで発表があった。
　前者は京都大学法学部職員の検討結果をまとめ
たものであるが，選書システムの現状が述べられ
た後，研究図書館における収集の問題点として①
研究者個人単位の選書及び部門（または学部）単
位の選書の是非。②法学系における基礎資料（法
令，判例，議事録等）の適切な収集の必要。③教官
以外の階層からの収書への反映と利用のあり方，
（中央館との機能の分担が問題）。④収書につい
て研究者との密接な連携。⑤選書基準（または収
書方針）の検討。⑥館員の資質向上への努力と資
料収集への積極的な関与等が詳細に述べられた。
　後者は，まず大阪市立大学の法学部資料室の現
状について説明があり，ついで法律系雑誌（継続
の法令，判例集を含む）の収集に関し，現状，問
題点，対応策が述べられた。問題点として，①追
録（洋）の差替え〔誰がするのか〕。②SUPPlement
やPocket　Partの処理（備品扱いの場合・廃棄が
困難）。③欠号の問題（予防と補充）。④予算不
足。⑤保管場所の狭隆。⑥業務体制や人手の問題
等が述べられ，また対応策として，①欠号補充の
ために雑誌目録の交換，重複雑誌目録の交換，相
互貸借の実現。②分担購入。③価格について情報
の交換。④各大学間の連絡体制づくり。等が考え
られるとしている。
　以上の研究発表が終った後，選書のシステム
について述べられた種々の問題について，また
SupplementやPocket　Partの処理に関する問題
について活発な意見の交換が行われた。なお，最
後に参加者全員がこのような会合をなんらかの形
で残したいという希望を述べ，盛会のうちに終了
した。
医学図書館員研究集会開かれる
　去る8月23日から25日まで，本学医学図書館が
担当館となって，楽友会館と医学図書館を会場と
して，第13回医学図書館員研究集会が開催され
た。この研究集会は，日本医学図書館協会主催，
文部省後援によって，主として，医学図書館員歴
3年未満の職員を対象に毎年行われ，今回で13回
目を迎えたものである。受講者は，35館，44名。
　この研究集会を開催するにあたっては，例年，
担当地区（この3年間は近畿地区）を中心に，3
月頃に実行委員会が構成されて，約半年間にわた
る準備がなされる。受講者にも相当の努力が要請
される。当集会参加のためのr事前レポート」の
提出，事後には，日本医学図書館協会刊行の「研
究集会論文集」への原稿提出が義務づけられてい
る。
　本集会の内容としては，メインテーマにrレフ
ァレンスワーク　　I　M及びEMによる文献検索
法　　」が設定された。第一日目は講義が中心
で，（1旧本医学図書館協会の組織活動，（2）メディ
カルライブラリアンシップについて，（3）医学図書
館資料論，（4）医学情報とオンライン検索サービス
の各講義があり，㈲他に，本学医学部教官の特別
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講演が行われた。第二日目，三日目は，実行委員
会によって作成されたテキスト（I　M，EM），問
題集等にもとづいてr演習」が行われ，3日間の
研究集会を終了した。
昭和53年度全国図書館大会に参加して
　今年度は，10月12日（木）から14日（土）まで
氷雨の降る青森市で，約1，300名参加のもとに開
催された。
　第1日目は開会宣言につづき，主催者として森
戸辰男大会名誉会長よりr国会に衆参両院250余
人による図書議員連盟が設立されたり，国土庁が
出したr第3次全国総合開発計画』の中にも図書
館関係の政策が折り込まれており，我が国の図書
館は今大きな転換期に差しかかっている。」との
挨拶があり，浜田敏郎理事長は「国際経済の押し
寄せる波にもかかわらず，今や世界的に生涯教育
がさけばれてきている。ここ東北でも文庫運動等
の図書館活動が活発に行われている。また国家規
模の図書館計画も企画され，いまや図書館問題も
新しい組織と構築を点検し，実施されるべき時に
いたっている。多くの利用者に新しい情報を適確
に，かつ迅速に提供し得るようにするためには，
地域や館種を越えた図書館ネットワークが必要で
ある．それによって知的情報源の確立もできるの
ではないか、」と基調報告された。
　記念講演は作家倉光俊夫氏が，　r津軽に魅かれ
て」と題して東北地方の風土・人情・言葉につい
て話をされた。
　第2日目はr未来の知的情報をどうするか一21
世紀に向っての図書館一」のテーマの分科会に出
席した。大学図書館，専門図書館の人々を中心に
350名以上の参加者で，会場を変更したほどの盛
????
〃
〃
〃
〃
〃
況であった。田辺広氏外6名によるシンポジウム
形式で討論が進められたが，図書館の未来像は，
「エレクトロニック・ライブラリー」であり，
rポータブル・ライブラリー」であろう。文明が
日一日急速に進歩するなかで図書館業務は，ます
ます機械化してゆくであろうが，導入にあたって
は，組織をこえて，横のつながりを容易にし，「オ
ンラィン化することが大切であるiという点に話
は集中した。ますます増える二次情報の選別につ
いては図書館員の配慮が重要であり，利用者教育
の必要性も強調された。図書館資源を拡充し，利
用者がいつでも，どこでも，誰でも容易に資料を
得られるようにし，活発に利用される理想の図書
館にするためには，利用者と提供者，両者の協力
と調和が大切で，その実現方法が図書館界の今後
の大きな課題である。
　最終日，閉会式は各分科会の報告が行われた
が，公共図書館・地域図書館の活発な発言が内容
とともに充実しており，またr障害者への図書館
サービス部会」では，弱視者・視覚障害者へのサ
ービスが大きくとりあげられていて報告者の熱意
ある発言も印象に強く残るものがあった。
　そして最後に聴いた郷土芸能高橋竹山師の津軽
三味線のさえた音色とともに図書館大会は感銘深
い三日間であった。
　　　　　（法学部図書室　旭照子，前田和子）
附属図書館商議会商議員名簿（昭和53．11．1現在）
附属図書館長
文学部長
教育学部長
法学部長
経済学部長
理学部長
医学部長
薬学部長
???????????????? ??? 商議員
　〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
工学部長
農学部長
教養部長
原子エネルギー研究所長
木材研究所長
経済研究所長
教授（文学部）
〃　（教育学部）
???????????????????
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商議員　教授（法学部）
〃　　　 〃
〃　　　 〃
〃　　　 〃
〃　　　 〃
〃　　　 〃
（経済学部）
（理学部）
（医学部）
（薬学部）
（工学部）
阿部照哉
小野一一郎
楠　幸男
内野治人
瀬崎　仁
松尾新一郎
商議員　教授（農学部）　　　　　　三好　正喜
　〃　　〃　（教養部）　　　　　　柳生　等和
　〃　　〃　（結核胸部疾患研究所）安平　公夫
　〃　　〃　（数理解析研究所）　　一松　　信
　〃　　〃　（原子炉実験所）　　　岩田　志郎
　〃　　〃　（人文科学研究所）　　川勝　義雄
一人事異動一
昭和53．7．17～11．30
0採用昭和53年9月16月付　　事　務　官　　山本　絹栄（附属図書館閲覧課閲覧貸付掛）
O転任昭和53年10月1日付　事務官　藤本哲生（附属図書館閲覧課閲覧貸付掛）
　　　　　　　　　　　　　（大阪外国語大学附属図書館整理係から）
◇一 ◇
O外国出張
　・附属図書館長
　　期　間
　　用務先
　　目　的
林　良平
R召禾053．10．26～11．11
連合王国，ドイツ連邦共和国
ヨー・ッパ諸国における図書館システム，建築ならびに機械化についての事情
調査
・附属図書館整理課長　　倉橋　英逸
　期問　昭和53．10．26～11．25
　用務先　　連合王国，ドイツ連邦共和国，フランス国，カナダ国，アメリカ合衆国
　目　　的　　　欧米における図書館システム，建築ならびに機械化についての事情調査
O附属図書館長事務代理について
　附属図書館長林良平の外国出張に伴い，その間，館長事務代理として附属図書館商議会商議員・
教授（理学部）楠幸男が発令された。
あ　と　が　き
今回から本誌標題紙右肩にrISSN　O582－4478」という番号が入っているが，ISSNとは三nter－
nationl　Standard　Serial　Numberの頭字をとったものである。世界各国の雑誌に固有番号を与
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